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１．「DCU学士力」検討の社会的背景

文部科学省「学士力」
「学士力」 2008年（平成20年）：中央教育審議会の答申「学士課程教育の構
築に向けて」

大学教育の質保証の一環として学士課程で育成されるべき能力を整理したもの

以下の4つの柱で構成

１．知識・理解：専攻分野の基本的な知識を体系的に理解し、歴史・社会・自然との関連性を認識する。

２．汎用的技能：コミュニケーション能力、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、問題解決力

３．態度・志向性：自己管理力、チームワーク・リーダーシップ、倫理観、市民としての社会的責任、生
涯学習力

４．統合的な学習経験と創造的思考力：これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自ら
が立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能力

3



▶経済産業省「社会人基礎力」
「社会人基礎力」職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力 2006年（平成18年）に経済産業省が提唱

3つの能力と12の能力要素から構成：

１．前に踏み出す力（アクション）

・主体性 ・働きかけ力 ・実行力

２．考え抜く力（シンキング）

・課題発見力 ・計画力 ・創造力

３．チームで働く力（チームワーク）

・発信力 ・傾聴力 ・柔軟性 ・情況把握力

・規律性 ・ストレスコントロール力
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▶ OECD「Education 2030」プロジェクト

2030年に向けて必要な力として、以下のようなコンピテンシー(特

定の職務や状況において高い成果を上げるために必要な能力や行
動特性)を挙げている

• 新たな価値を創造する力：変化の激しい社会で、創造力や好奇心
を活かし、他者との協働によって新しい仕組みを生み出す能力。

• 対立やジレンマを克服する力：異なる意見や価値観の中で、統合
的に考え、協力しながら問題を解決する能力。

• 責任ある行動をとる力：自分の行動や決定に責任を持ち、持続可
能な社会の実現に貢献する能力。
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DCU学士力（基礎力）の検討 2017年度より

【2020年度より公表】

本学の学生全員に身につけてほしい力

全学共通のものとして5つの柱(知識・技能、思考力、コミュニ
ケーション力、意欲・姿勢、問題解決力)からなり、その内容とし
て、それぞれに6-7項目設定している。

 DCU学士力（基礎力）は、シラバス等で各科目との関連を示して
いる。毎年度、学修成果の自己評価を行い、教員からのコメント
を踏まえて振り返りを行うことができるよう評価表（学修支援
シート）を作成している。

学生に自己評価の形で成長を自覚してもらい、面談で課題の見出
や学修計画の立案に役立てることを目的としている。
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教学マネジメント指針（2020年1月 中央教育審議会）
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1.学修者本位の教育への転換
•供給者目線から学修者目線へと教育の構造を転換
•学生が主体的に学び、学修成果を適切に評価できる
環境を整備する

2.教育の質保証と社会的信頼の向上
･学修成果の可視化を進め、教育の透明性を高める



２．3つのポリシーとDCU学士力
「3つのポリシー」大学教育において、教
育の質を保証し、体系的な学びを促進す
るために策定される基本方針

1.ディプロマ・ポリシー

（卒業認定・学位授与方針）：大学が卒
業生に求める資質や能力を明確にし、学
位を授与するための基準を定める方針

２．カリキュラム・ポリシー

（教育課程編 成・実施の方針）：ディプ
ロマ・ポリシーを達成するために、どのよ
うな教育課程を編成・実施するかを定める
方針。教育内容や学習方法、評価基準など

３．アドミッション・ポリシー

（入学者受け入れ方針）
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DCU学士力（基礎力）

人として社会人として

これからの未来を生きるために身

につけてほしい力

（全科目）

DCU学士力（専門性）

学科専攻の専門科目を学ぶこと

で身につく、

その力を生かして社会に貢献で

きる

（主に専門基礎科目、

専門発展科目）

DP（ディプロマ・ポリシー）
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2025（令和7）年度以降 3つのポリシー

【教育目標】
田園調布学園大学は、建学の精神である「捨我精進」を教育理念の基盤とし、社会に貢献しうる、質の高い「実
践力」を有する人材を育成することを教育目標とする。

【卒業認定・学位授与の方針】（ディプロマ・ポリシー）
田園調布学園大学は、建学の精神並びに教育目標に基づき、「DCU学士力（基礎力）」に掲げる各能力を修
得するとともに、それぞれの学部・学科・専攻で求められる「DCU学士力（専門性）」を身につけ、所定の単位を修
得した者に対して卒業を認定し、学位を授与する。

［DCU学士力（基礎力）］
１.知識・技能
学びや生活に必要な基本的な知識・技能が身についている。

2.思考力
知識・技能を基本として、物事に対して問いをもち、柔軟な思考をすることができる。

3.コミュニケーション力
自分の考えを他者に伝え、また、他者を理解しようとする姿勢をもって協力することができる。

4.意欲・姿勢
他者を尊重し自己を律する姿勢と意欲をもち、目標をもって行動することができる。

5.問題解決力
課題を発見し解決するまでのプロセスにおいて、学修した知識・技能、柔軟な思考力、コミュニケーション力と意
欲をもって行動することができる。



3．カリキュラム（科目）と「DCU学士力」
の関係

・「基礎力」：

☞カリキュラム設計について学科専攻が責任をもつという考えに基
づき、科目と項目の選択（紐づけ）を学科、専攻で行う。成績と関
連付けて振り返りシートに反映することで、自己評価とともに客観
的評価との比較を可能とする。

・「専門性」：基礎力との差別化

☞「特色明示型」をコンセプトとし、学科専攻の特色を示す専門性
のキーワードを10項目選定し科目との対応を検討・調整。
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「DCU学士力
（基礎力）」

「DCU学士力
（専門性）」


